
「知床ネイチャーキャンパス」の試み-１
野生動物保護管理専門職の人材養成に必要な教育カリキュラムの策定を目的
とした実践事業「知床ネイチャーキャンパス」を2016年より3年間開催した。

受講生の内訳 講師及び現地指導スタッフ

「知床ネイチャーキャンパス」3年間の内容



知床ネイチャーキャンパスの試み-２



「知床ネイチャーキャンパス」の試み-３
実習・演習のフィールドと内容



知床ネイチャーキャンパスの試み-４
テーマ別教育プログラム



人材養成機関の検討-１ 想定される教育機関

当設立財団では専門職大学院を想定しながら連携による大学院・認証機関も検討

保護管理専門職の養成に想定される教育機関



人材養成機関の検討-２ 専門職大学院



=参考= 専門職大学院とは

• 高度専門職業人の養成に目的を特化した課程として、平成15年度に創設され
た。法科、ビジネス、教職等様々な分野がある。（環境分野は現在１校の
み）。理論と実践を架橋した高度で実践的な教育。研究教員だけでなく、高
度な実務能力を持つ「実務家教員」を一定割合配置。

参考資料 専門職大学院制度の概要（文科省2017）、大学院設置基準（文部省告示）

環境分野は現在1校
兵庫県立大学大学院
緑環境マネジメント研究科



まとめ−知床自然大学院大学構想の意義と役割

知床自然大学院大学の構想は、生物多様性の保全や野生動物管理の
実現のために、知床世界自然遺産地域と周辺地域において人材育成の仕
組みを構築しようとするものです。

知床の世界自然遺産登録を契機に、世界遺産地域科学委員会が発足し
、科学的で先進的な保護管理体制がスタートしました。これは「知床方式」
とも呼ばれるもので、他の世界遺産地域や国内外各地の保全策のモデル
にもなっています。

この知床で、野生動物と社会との共生を担う人材育成の仕組みが構築さ
れることは、実現が急がれるこのような大学院・高等教育機関設立の第一
歩となり、ここで作成されるカリキュラムは、野生動物保護管理のコアカリ
キュラム確立の一助になればと考えています。

当財団は、教育機関設立を目指すとともに、他の大学や研究教育機関と
連携しながら、我が国に求められている人材育成システムの構築に寄与し
て行きたいと考えています。


